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Ⅰ　はじめに
　今日，我が国においては，学生相談は高等教育機関
におけるキーワードの一つとなりつつある。大学にお
ける学生相談の充実を考えた時，今までは，個別相談
においては，カウンセリングや心理療法を学生相談に
活用することが多かったが，近年，学生相談活動が多
様化し，学生生活支援活動の一環としての個別相談の
さらなる充実が求められるようになってきた（日本学
生相談学会，2010）。
　そのような現況にあって，新設大学における，学生
生活支援活動の一環としての，学生相談システムの構
築と整備，体制強化を図ることは，今後の学生相談の
在り方を探るばかりでなく，大学という高等教育機関
における今日的教育の在り方を，追求することにも繋
がるのである。したがって，本研究では，学生の成長
モデルを目指すなかで，多様化した学生の個別相談内
容に対応したカウンセリングの有効性を，自律神経活
動を基礎とした生理学的側面から検討し，大学におけ
る学生相談システムの構築と整備に活かしたいと考え
る。
　筆者（住本）は，本学では学生相談室長，学生生活
支援センター長を担当しており，本研究を進める最適
の立場にいる。自律神経活動における解析について
は，筆者安田が担当する。
　カウンセリングとは，人間が本来持っている能力を
引き出すことにより，より健康な心身の成長を図るも
のである。本研究は，筆者のこれまでのフィールド研
究の中で，カウンセリングが効果的であった子どもた
ちや学生等への方略と，これを組織的にシステムとし
て構築・整備することで，多様化した相談内容への支
援を，より充実させたものとしたいと考えたことが契
機である。
　例えば，カウンセリングの実施によりストレスが低
減する可能性が示唆されている（住本，2010）。また，
カウンセリングのチーム支援の有効性についても報告
されている（住本，2006）。ただ，カウンセリングの
有効性については，生理学的なアプローチはなされて
おらず，本研究を推進することで，科学的根拠を持っ
て検証がなされることになる。
「自律神経活動から見たカウンセリングの有効性」
― 新設大学における学生相談システムの構築 ―
A Case Study with regard to the Effectiveness of Counseling Based on Autonomic 
Nervous Activity 
― The Process to Develop Student Consultation Programs in a New University ―
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Abstract：The purpose of this study was to examine the effectiveness of counseling based on heart 
rate response during counseling. A healthy male student served as the client. In order to assess 
autonomic function, heart rate was monitored using a portable device during counseling. There was 
a trend for a client to increase heart rate when he was under emotional stress. These results suggest 
that heart rate response during counseling can be useful in the assessment of the counseling process, 
which will provide an important information for counselors as well as clients.
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Ⅱ　研究目的
　今日までの大学における学生相談は，個別相談にお
いては，そのほとんどが，カウンセリングを中心にし
た学生相談活動が展開されてきたが，近年，学生相談
活動が多様化，深刻化し，学生生活支援活動の一環と
しての個別相談の一層の充実が求められるようになっ
てきている。
　この現況下，本学（2007年開学）を含む，新設大学
における，学生生活支援活動の一環としての，学生相
談システムの構築と整備を図ることは，今後の学生相
談の在り方を探るばかりでなく，大学における今日的
教育の在り方を探ることにも直結するのである。した
がって，学生の潜在的可能性を信頼しつつ，人間的な
成長を目指す，成長モデルを指向するなかで，多様化
した学生の個別相談内容に対応したカウンセリングの
有効性を，自律神経活動の詳細な測定によって検証
し，本学を含む新設大学における学生相談システムの
構築と整備に援用したい。
　大学のみならず，各学校園における教育相談内容の
多様化，深刻化が指摘されている（住本，2006）。本
学で筆者が2011年度に担当した事例の主訴内容を概観
するだけでも，約15種類の主訴内容である。このよう
に多様化する学生相談内容に有効なカウンセリング技
法やその在り方について，詳細に検討することで，相
談活動システムの構築・整備に活かしたい。また，生
理学的アプローチにより，科学的根拠を持って検証し
ていく。
Ⅲ　研究方法
　住本は，大学における学生相談室長，学生生活支援
センター長を担当しており，学生生活支援の一環とし
てのカウンセリングを実施した。その際，安田が生理
学的アプローチとして，自律神経系活動の分析を担当
した。
【事例の概要】
（１） Cl. ・被験者：新設大学在籍学生A（男，20歳
10ヶ月）
（２）主訴：進路相談
（３）家族構成：A，Aの父母の３人
（４）面接時期：201×年
（５）Co.：筆者（Co. 有資格者）
（６）生育歴と経過の概要
　出産は異常なし。乳児期に父母離婚。母親がAを引
き取り，再婚。小学校では，学力，運動能力共に優
れ，高学年から始めた運動サークルで頭角を現す。中
学でも同サークルも続けるが，２年生で親友に裏切ら
れ，いじめ被害に遭う。それがきっかけで不登校にな
る。高等学校では，同運動サークルに籍を置きなが
ら，主に運動に集中してきた。Aは，今まで続けてき
た運動にも打ち込める大学というのを，大学進路選択
の大きな指針としたが，父母は教員養成大学を望ん
だ。
　大学２年生で，経済面も含め今まで継続してきた運
動も辞めざるを得なくなり，２年生後半より授業欠席
も多くなった。３年生になり，精神的にも厳しい状況
は続いていたが，筆者の面接を受けるようになった。
　本研究では，第３回面接を取り上げた。過去２回の
面接と同様，ストレスが大きい，何をするにもやる気
が出ない等，の話の後，自分の進路はこれでいいのだ
ろうかと訴えた。
（７）自律神経系活動の分析
　自律神経機能は，交感神経系と副交感神経系の相互
作用を通して調節されており，交感神経系が優位に
なると心拍数（以下HRと表記）が増加する（Thayer 
et al., 2012; McKee et al., 2011）。以上のことから，本
研究では，心拍数の変動を自律神経系活動の指標とし
て用いた。詳細には，携帯式ハートレートモニター
（RS800CX，Polar社製）を用いて心拍数データを
パーソナルコンピューターに取り込み，実験前後（安
静時）及び実験中（カウンセリング中）におけるHR
の経時的変化を比較検討した。
（８）倫理的配慮
　倫理的な配慮としては，以下の点について細心の注
意を払った。
　本研究は生命倫理・安全対策に直接かかわる研究で
はないが，実践活動にあたり，「環太平洋大学におけ
るヒトを対象とする研究倫理指針」および「環太平洋
大学研究倫理委員会内規」，また「個人情報の保護に
関する法律」の主旨に則り，特に学生に関する個人情
報の取り扱いをめぐり人権侵害がないよう，特段の配
慮をもって臨んだ。また，研究代表者・分担者はもと
より，その他研究に関わる教員，担当者，保護者等に
も理解・協力を要請し，高度の倫理観を備えた研究活
動の深化に努めた。
具体的には，
①保存データの暗号デジタル化および匿名化処理
② 個人情報の持ち運び禁止を研究者のみならず，協力
機関や保護者等，関係者全体に呼びかけ徹底する
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　これら２点を遵守することで，研究者としての社会
的責任を果たした。さらには，事例の本意に差し障り
のない範囲で，事例内容の変更を施した。
Ⅳ　結果
　本研究では，第３回面接を取り上げたが，第１〜第
２回面接と同様，授業に出席する気持ちも弱い，何事
にも意欲が出ない等，を話した後，Co.から，「あなた
自身は，本当に教師になりたいのか」の問いかけに，
図１のとおり，心拍数の大きな上昇が認められた（面
接後半）。Cl.は，「教員を目指すというのは，親の進
路であって，自分の進路じゃない！自分の人生じゃな
い！」と声高に述べ，今まで回避してきていた事象に
向き合うことができた。
　以上のことから，カウンセリング場面における直面
化は，Cl.の自律神経活動を活性化させ，Cl.自身を精
神的興奮状態にさせることが認められた。
　このことは，カウンセリング場面における直面化と
自律神経系の高揚が連動していることが確認されたこ
とを示しており，今後，Cl.のカウンセリング場面に
おける自律神経活動の経時的把握と検証が，カウンセ
リングの効果の検証資料となりうることが示唆された
のである。
Ⅴ　考察
　カウンセリング場面における直面化と自律神経系の
高揚が連動していることが確認されたことにより，以
下の可能性が示唆された。
（１） カウンセリング場面に，自律神経活動の経時的
把握を導入することによって，より効果的なカ
ウンセリングの在り方を探る可能性が示された。
（２） 大学の学生相談活動のシステム構築や整備にお
いて，事例研究をより実証的に進める可能性が
示された。
Ⅵ　結論
　カウンセリング場面におけるCl.の内面の動きを確
認する際，自律神経系の経時的変化を補足的に把握す
ることによって，カウンセリングの有効性をより明確
化する可能性が示された。
Ⅶ　今後の課題
　本研究においては，単発的な効果測定であったが，
今後，相談一事例の継続的な効果測定によって，より
効果的なカウンセリングの在り方の検証に資する可能
性が大きいと考えられる。
　また，男女別，年齢別等，被験者の数を増やすこと
で，カウンセリングの有効性をより詳細に検討するこ
とが可能になったと考えられる。
　なお，その後のCl.Aとの面接は継続し，A自身が納
得する進路を自己決定をし，好転していったことを付
図１ カウンセリング中の心拍数変動
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しておく。
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